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• • • 一雨ごとに暖かく

日
中
の
日
差
し
も
一

雨
ご
と
に
そ
の

干
ネ
ル
ギ
l
を
増
し
、
い
よ
い
よ
春
ら

し
く
な
っ
て
来
ま
し
た
。

二
月
の
半
ば
、
沖
浦
で
、
清
楚
に
咲

き
揃
い
始
め
た
梅
の
花
に
出
合
い
ま
し

た
。
白
色
の
五
枚
の
花
び
ら
を
ま
と
っ

た
こ
の
季
節
の
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
は
、

静
か
に
、
し
か
も
力
強
く
春
の
訪
れ
を

告
げ
て
い
ま
し
た
。

梅
の
花
は
香
気
が
高
く
、
平
安
朝
以

降
、
特
に
香
り
を
め
で
詩
歌
に
も
詠
ま

れ
て
き
ま
し
た
。
ご
承
知
の
と
お
り
、

梅
と
桜
、
梅
に
鷲
、
松
竹
梅
な
ど
、
良

い
こ
と
の
た
と
え
や
表
現
と
し
て
も
よ

く
使
わ
れ
ま
す
。

こ
の
時
期
は
、
子
ど
も
た
ち
が
希
望

に
満
ち
た
新
学
年
、
新
し
い
学
校
、
そ

し
て
社
会
へ
と
、
そ
れ
ぞ
れ
に
羽
ば
た

い
て
い
く
節
目
の
時
で
も
あ
り
ま
す
。

厳
し
い
冬
を
乗
り
越
え
、
新
し
い
芽

た
〈
ま

を
育
む
木
々
の
よ
う
に
逗
し
く
歩
ん
で

い
っ
て
欲
し
い
も
の
で
す
。

今月号の主な内容
0火災予防...・H ・-……...・H ・..2・3

0お知らせ・H ・H ・........・H ・H ・H ・..… 4

0福祉コーナーほか...・H ・H ・H ・..…5

0人権作文...・H ・H ・H ・..…...・H ・-… 6

0紹介コーナー………...・H ・H ・H ・..7

0ルポ・文芸…...・H ・..…...・H ・..… 8

0一歳です・表彰…...・H ・..……… 9
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3 月 1 日出~7 日樹
慣れて忘れる 火のこわさ」rf便利さに

今
年
も
火
災
の
発
生
し
や
す
い
時
期
を
迎
え
、

一
層
の
火
災
予
防
思

想
の
普
及
と
徹
底
を
図
り
、
火
災
の
発
生
を
防
止
し
、
死
傷
事
故
や
財

産
の
損
失
を
防
ぐ
た
め
に
、
「
春
季
全
国
火
災
予
防
運
動
」
が
実
施
さ

れ
ま
す
。

防
火
は
、
行
政
に
よ
る
対
策
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
各
家
庭
・
地
域

事
業
所
等
で
の
日
頃
の
心
構
え
、
取
り
組
み
が
何
よ
り
重
要
で
す
。
今

一
度
、
防
火
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

全
国
で
は
、
毎
年
約
六
万
件
の
火
災

が
発
生
し
て
い
ま
す
。
そ
の
大
半
を
占

め
る
建
物
火
災
の
中
で
も
、
住
宅
火
災

が
最
も
多
く
、
死
者
の
約
九
割
が
住
宅

火
災
に
よ
る
も
の
で
す
。

出
火
原
因
で
は
、
コ
ン
ロ
に
よ
る
火

災
が
断
然
ト
ッ
プ
、
以
下
タ
バ
コ
、
放

火
と
続
い
て
い
ま
す
。

平
成
八
年
中
に
発
生
し
た
、
町
内
の

火
災
事
例
と
大
洲
市
・
喜
多
郡
内
の
火

災
概
況
に
つ
い
て
は
別
表
の
と
お
り
で

す
が
、
や
は
り
建
物
火
災
が
最
も
多
く
、

私
た
ち
は
、
尊
い
生
命
と
財
産
が
失
わ

れ
て
い
る
と
い
う
現
実
を
忘
れ
て
は
な

り
ま
せ
ん
。

町内の火災事例と原因(平成 8年)

期 日 種目IJ 出 火 原 因

1/21 船舶火災 調査中

4/17 建物火災 調査中

5/25 建物火災 ガスコンロの消し忘れ

8/2 林野火災 たき火の飛び火

8/7 建物火災 溶接機からの飛び火

11/7 車両火災 放火

大洲市@喜多郡の火災概況(平成 8年)

火災種別 死傷者
損害額

市町 災 (千円)

村名 tE』2 建 林 車 船 そ 死 負 世
σコ f第 総額

計 物 野 両 舶 イ也 者 者 帯

大洲市 19 11 4 2 。2 1 4 8 39，080 

長浜町 6 3 1 1 。 2 892 

内子町 10 5 3 2 。。。1 4 10，369 

五十崎町 3 3 。。。。。1 l 15，186 

肱川町 4 2 。1 。1 1 。2 5，390 

河辺村 3 。2 。。1 1 。。860 

4E2コN 吾ロ↓l 45 24 10 6 l 4 4 7 17 71，777 
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火災①今
回
は
、
具
体
的
な

出
火
原
因
に
つ
い
て

チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
ま
す
。

火
災
の
原
因
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が

火
の
不
始
末
か
ら
。
私
た
ち
の
毎
日
の

行
動
の
中
に
、
思
わ
ぬ
火
種
が
潜
ん
で

い
る
も
の
で
す
。

慣
れ
す
ぎ
た

火
に
ご
用
心

コ
ッ
ク
を
ひ
ね
る
だ
け
で
火
が
つ
く

便
利
な
コ
ン
ロ
。
鍋
の
油
が
温
ま
る
ま

で
の
時
聞
を
有
効
に
使
お
う
と
思
っ
て

一一一一ー火災予防

い
る
奥
さ
ん
、
ピ
ヤ
ッ
と
し
た
経
験
は

な
い
で
す
か
っ

韓両贈り鋲韓併駐韓
l 家の周りに燃えやすい物を置

2 寝タバコやタバコの投げ捨て

をしない

3 天ぷらを揚げるときは、その

場を離れない

4 風の強いときはたき火をしな

タ
バ
コ
は
灰
皿
の

あ
る
と
こ
ろ
で

嫌
煙
・
禁
煙
論
争
が
盛
ん
な
ご
時
世

で
す
が
、
タ
バ
コ
が
住
民
生
活
に
す
っ

か
り
定
着
し
て
い
る
こ
と
は
事
実
。
喫

煙
マ
ナ
l
に
強
く
訴
え
た
い
も
の
で
す
。

危
な
い
/
消
し
忘
れ

切
り
忘
れ

文
化
と
は
〈
電
化
〉
で
あ
る
と
ま
で

言
わ
れ
た
時
代
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
文
化
的
な
裏
に
は
決
ま
っ
て
危
険

も
同
居
す
る
も
の
。
「
ア
イ
ロ
ン
は
忘

れ
た
頃
に
熱
く
な
る
」

しミ

子どもにはマッチやライター

で遊ばせない

6 電気器具は正しく使い、たこ

足配線はしない

7 ストーブには、燃えやすい物

を近づけない

5 

火
の
つ
い
た
ま
ま
で

持
ち
運
ば
な
い

暖
房
器
具
の
最
多
原
因
。
た
だ
で
さ

え
狭
く
燃
え
や
す
い
日
本
の
家
、
間
違
っ

て
も
乾
燥
機
代
わ
り
に
は
使
用
せ
ず
、

取
り
扱
い
に
は
く
れ
ぐ
れ
も
注
意
を
。

火
の
始
末
人
に

頼
む
な
任
せ
る
な

た
き
火
や
焼
却
炉
か
ら
の
飛
び
火
に
よ

る
火
災
が
、
毎
年
数
十
件
に
及
ん
で
い

ま
す
。
た
か
が
〈
火
の
粉
〉
と
侮
る
べ

か
ら
ず
。

以 上 、 代 表 的 な 出 火 原 因 に つ

いて挙げてみましたが、どれも、これ ま で に 骨

回も聞かされてきた基本中の基本ばかり。あえて、

具体的対策ポイントは挙げていません。火 災から大切な

我が家を守るために、今一度ご家庭で防火について話し

合われてみてはいかがでしょう。

次回は、万が一出火した場合にはどうするか、

について再確認したいと思います。



日
(
火
)

一
時
間
一
午
前
九
時
i
午
後
五
時

4 

A、B、Cの絵は左側の

どの絵と合うでしょう。

一つ合わない絵があります。

⑨-:)、 ①-8、②-'il' 是正

魚

ふ
い
会
館
で
は
、
次
の
日
程
で

「
第
三
回
春
の
山
草
展
」
と
「
パ
ッ
チ

ワ
ー
ク
展
」
を
開
催
し
ま
す
。

皆
さ
ん
、
ご
近
所
お
誘
い
合
わ
せ
是

非
ご
鑑
賞
下
さ
い
。

第
二
回
二
春
の
山
草
展

今
回
は
、
三
角
章
な
ど
の
う
ら
ら
か

な
春
の
訪
れ
を
告
げ
る
可
憐
な
山
草
や
、

え
び
ね
、
椿
な
ど
約
二
百
鉢
が
展
示
さ

れ
ま
す
。

{
日
時
一
一
一
一
月
十
四
日
(
金
)

j
十
八

1¥ 
、フ

ク
展

¢骨子鞠@'*

長
浜
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
の
会
員
の
皆
さ

ん
が
作
ら
れ
た
、
布
製
の
花
や
手
さ
げ

バ
ッ
グ
、
小
物
な
ど
の
作
品
が
約
三
十

点
展
示
さ
れ
ま
す
。

{
日
時
}
一
一
一
月
二
十
七
日
(
木
)
i
四

月
三
日
(
木
)

{
時
間
}
午
前
九
時
i
午
後
五
時

な
お
、
詳
し
く
は
、
ふ
れ
あ
い
会
館

(
宮
五
二
ー
一
一
一
一

0
・
伺
二
九
一
二
)

ま
で
お
問
い
合
せ
下
さ
い
。

ザωiも問

に
な
り
ま
す
。

「
保
険
料
の
前
納
制
度
」

国
民
年
金
の
保
険
料
は
前
納
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
一
年
間
を
前
納
す
る

と
割
り
引
き
さ
れ
る
ば
か
り
で
な
く
、

何
か
と
忙
し
い
方
に
は
、
手
聞
が
省
け

納
め
忘
れ
が
解
消
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
、
役
場
住
民
課
年
金
係

(
宮
五
一
一
一
一
一
一
・
伺
二

O
六
二
)

ま
で
相
談
下
さ
い
。

月
か
ら
の
、
週
四
十
時
間
制
へ
の
全
面

的
移
行
に
対
応
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
最
寄
り
の
労
働
基
準
監

督
署
へ
お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

週
四
十
時
間
制
へ
の

移
行
に
つ
い
て

1
愛
媛
労
働
基
準
局

1

「
国
民
年
金
の

保
険
料
が
変
り
ま
す
」

国
民
年
金
の
保
険
料
が
四
月
か
ら
改

定
さ
れ
、
保
険
料
が
一
万
二
千
八
百
円

平
成
九
年
四
月
一
日
か
ら
、
現
在
一

週
間
の
法
定
労
働
時
聞
が
週
四
十
四
時

間
と
さ
れ
て
い
る
猶
予
措
置
対
象
事
業

場
に
つ
い
て
も
、
週
四
十
時
間
が
全
面

的
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
業
(
四
業

種
)
で
十
人
未
満
の
事
業
場
に
つ
い
て

は
、
特
例
措
置
と
し
て
、
週
四
十
六
時

間
ま
で
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

労
働
時
間
制
度
の
変
更
は
、
業
務
の

見
直
圃
取
引
先
の
理
解
や
賃
金
制
度
の

改
善
等
を
伴
う
こ
と
か
ら
、
少
し
で
も

早
く
か
ら
取
り
組
ま
れ
、
平
成
九
年
四

賃
貸
住
宅
等
)
と
入
居
年
月
日
⑤
避
難

前
の
神
戸
市
で
の
住
所
・
電
話
番
号
を

も
れ
な
く
ご
記
入
の
上
、
次
の
所
へ
お

送
り
下
さ
い
。

一
送
付
先
}
〒
六
五

O
神
戸
市
中
央
区

加
納
町
六
五
!
一
・
神
戸
市
広
報
課

こ
う
べ
係
(
宮

O
七
八
|
三
二
二
五

O
八
五
)
ま
で
。

阪
神
@
淡
路
大
震
災
が

原
因
で
神
戸
市
か
ら

転
入
さ
れ
た
皆
さ
ん
八

油の流出事故が発、きたしたバら!

~事業者:ぬ皆さ泌ベスニ川

水質汚濁防止法が改正され、重油

タンク等の貯油施設やグリーストラッ

プ等の油水分離施設を設置する工場

または事業場の事業者は、施設の破

損その他により油の流出事故が発生

したとき、次のことが義務付けられ

ました。

平成浴車月沼自力吉、ら

①油の流出防止のための応急の措置

を講ずること

②次の内容を速やかに電話により知

事に届け出ること

O事故発生の時刻・場所・原因

。油の流出量、周辺の状況、汚染

拡大の予測

0講じた措置の内容

[届出先] ...大洲保健所(宮24-3165)
または愛媛県環境局環境保全課(宮

089-941-2111 )まで。

ま
だ
神
戸
市
広
報
紙
の
郵
送
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
て
い
な
い
方
で
、
郵
送
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、
官
製
は
が
き
の
裏
に
、

①
氏
名
(
フ
リ
ガ
ナ
)
②
現
在
の
避
難

先
住
所
(
干
番
号
、
団
地
名
、
棟
・
号
、

様
方
等
を
は
っ
き
り
と
)
③
電
話
番
号

④
避
難
先
の
住
宅
の
種
類
(
親
類
宅
、

仮
設
住
宅
、
公
営
住
宅
、
社
宅
、
民
間

〈通n九円
r、Jt'，J[;" 
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を支給することにより福祉の増進を図ることを問

的としています。

0対 象 と な る 特 別 障 害 児 と は ?

政令で定める最重度の障害を有する 20歳未満の

児童。ただし、障害を理由とする給付で政令で定

めるものを受けることができる児童や、児童福祉

法に規定する肢体不白由児施設等に収容されてい

る児童は対象になりませんパ

0支給期間

認定請求した日の属する

月の翌月から、支給できなく

なった自の属する月まで。

※こんなときこんな手続きを 1

1 .認定請求書

受給資格ができ手当を受けようとするとき 0

1 資格喪失届

* 20歳になったとき。

* 障害の程度が該当しなくなったとき。

キ 施設に入所したとき。

1 .死亡届

受給者が死亡したとき。

一一一一福祉コーナーほか

精神文は身体に著しく重度の障害を有する方に

手当を支給し、福祉の増進を図ることを目的とし

ています。

。対象となる特 別 障 害 者 と は ?

政令で定める重度の障害を 2つ以上有する20歳

以上の方。ただし、身体障害者福祉法に規定する

施設等に収容されている方や、病院に 3か月以上

継続して入院している方は対象になりません。

0支給期間等

認定請求した回の属する月

の翌月から、支給できなくなっ

た白の属する月まで。

※こんなときこんな手続きを 1

1 .認定詰求書

受給資格ができ手当を受けようとするとき。

1 .資格喪失届

* 3か月以 UI:E続して入院するようになったと

き。

申障害の程度が該当しなくなったとき。

し死亡届

受給者が死亡したとき。

宅ヂ

特別障害者手当・障害児福祉手当の手続きには、

それぞれ添付資料が必要です。詳細は長浜町役場

福祉謀町民福祉係(曾ち2-1111<内線28>・(有)207

2)へお気軽にご相談下さい。

精神又は身体に重度の限著書を有する児童に手当

。
生
活
学
校
と
は
?

女
性
メ
ン
バ
ー
で
構
成
し
、
身
近
な

生
活
課
聞
閣
を
テ
I
マ
に
実
践
活
動
を
進

め
る
グ
ル
ー
プ
で
す
。
事
前
調
査
↓
企

業
や
行
政
と
の
対
話
集
会
↓
事
後
処
埋

活
動
と
い
っ
た
手
法
を
用
い
な
が
ら
、

メ
ン
バ
ー
聞
の
話
し
合
い
で
運
営
し
ま

す
。
現
存
、
愛
媛
県
内
で
は
二
十
八
校

が
一
出
動
し
て
い
ま
す
。

。
生
活
ふ
互
訪
と
は
?

主
に
、
青
壮
年
層
を
中
心
に
し
た
グ

ル
ー
プ
で
す
が
、
メ
ン
バ
ー
の
人
数
や

性
別
に
つ
い
て
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

身
近
な
生
活
の
場
を
よ
く
し
た
い
と
い

う
願
い
や
夢
を
実
現
し
て
い
く
活
動
グ

ル
ー
プ
で
す
。
現
在
、
愛
媛
県
内
で
は

七
会
議
が
活
動
し
て
い
ま
す
。

。
テ
I
マ
と
し
て
は
?

活
動
テ
l
マ
・
内
容
は
、
も
ち
ろ
ん

各
々
の
学
校
や
会
議
が
決
定
し
ま
す
が
、

代
表
的
な
例
を
紹
介
し
ま
す
。

①
資
源
リ
サ
イ
ク
ル
等
の
省
資
源
・
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
活
動
②
食
生
活
の
改
善
等

の
食
品
・
健
康
づ
く
り
活
動
③
環
境
維

持
・
花
づ
く
り
等
の
環
境
づ
く
り
活
動

④
高
齢
者
介
護
問
題
へ
の
取
り
組
み
等

の
医
療
・
保
健
活
動
⑦
消
費
ト
ラ
ブ
ル

の
学
習
・
農
村
生
産
者
と
の
交
流
等
の

消
費
問
題
へ
の
取
り
組
み
活
動
⑤
い
じ

め
E

登
校
拒
合
問
題
や
し
つ
け
な
ど
へ

の
取
り
組
み
等
の
青
少
年
教
育
活
動
圃•• 

0
活
動
に
対
す
る
援
助
は
?

新
規
校
・
地
区
(
開
設
一
年
目
)
に

対
し
て
、
年
額
六
万
円
の
活
動
費
補
助

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
継
続
校
・
地
区

(
開
設
二
・
三
年
目
)
に
対
し
て
も
様
々

な
支
援
が
あ
り
ま
す
。
自
立
校
・
地
区

(
開
設
四
年
目
以
降
)
は
、
自
主
的
な

活
動
を
進
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。
面
倒

な
手
続
き
は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

ご
安
心
下
さ
い
。

{
締
め
切
り
}
一
一
一
月
十
九

U
(
水
)

{
申
し
込
み
・
お
問
い
合
せ
}
役
場
総

務
課
情
報
管
理
係
(
位
五
二

i
一
一
一

一
・
伺
三

O
三
二
ま
た
は
、
愛
媛
県

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
協
議
会
大
洲
地
方

協
議
会
(
宮
二
四
四
二
一
一
八
)
ま
で

お
問
い
合
せ
下
さ
い
。

~長浜町立図書館~i
書名 著者 1

0猿日石日記 1. 2・(裏) 猿岩石 1
0僕が僕ーであるために 水橋文美江 1

01超 j勉強法実践編 野口悠紀雄 1
0いまここ 相田みつを;

:OEQを鍛えるノ 二見通男 l
._・__町田 E 圃 珊 園 幽 圃 幽 . 司 四回 a 園田_"'.._---開園圃 E ・・・・__ _・・・醐

で す



人権作文一一一一

通
し
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
一

つ
は
、
差
別
さ
れ
る
側
に
は
何
一
つ
置

原
因
が
な
い
こ
と
。
ど
こ
で
生
ま
れ
一

ょ
う
が
、
皮
膚
が
何
色
で
あ
ろ
う
が
一

本
人
の
責
任
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
二
一

つ
目
は
、
差
別
を
な
く
そ
う
と
し
て
一

い
る
人
が
た
く
さ
ん
い
る
こ
と
で
す
。
一

こ
の
よ
う
な
人
々
の
心
を
踏
み
に
じ
一

る
よ
う
な
行
為
は
絶
対
に
許
せ
な
い
一

こ
と
で
す
。

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
歌
に
は
、
「
赤
一

白

黄

色

ど

の

花

見

て

も

き

一

れ
い
だ
な
」
と
あ
り
ま
す
。
こ
の
歌
一

の
大
切
な
意
味
と
は
、
生
ま
れ
た
と
一

こ
ろ
が
違
っ
て
も
、
目
の
色
が
青
く
一

て
も
茶
色
で
も
、
皮
滑
の
色
が
白
く
…

で
も
黒
く
て
も
、
み
ん
な
同
じ
人
間
一

で
あ
る
こ
と
。
違
い
を
認
め
合
う
こ
一

と
を
訴
え
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
一

私
が
大
人
に
な
っ
て
、
社
会
に
出
一

て
仁
川
っ
た
時
、
い
ろ
い
ろ
な
人
と
出
一

会
う
と
思
い
ま
す
。
も
し
も
、
そ
の
一

人
が
差
別
を
受
け
て
苦
し
ん
で
い
た
一

ら
、
一
緒
に
闘
っ
て
い
け
る
人
間
に
一

な

り

た

い

と

思

い

ま

す

。

一

る
ビ
デ
オ
を
見
ま
し
た
。
日
の
色
の
違

い
で
差
別
が
あ
る
こ
と
を
知
ら
な
い
子

ど
も
が
、
大
人
の
影
響
を
受
け
て
、
自

分
と
目
の
色
が
違
う
子
ど
も
を
非
難
し

て
い
る
の
で
す
。
こ
れ
は
、
ア
メ
リ
カ

で
、
教
師
が
実
験
と
し
て
行
ヲ
た
こ
と

で
す
。
教
師
が
「
青
い
目
の
子
ど
も
は

パ
カ
で
す
」
と
言
っ
て
し
ま
う
と
、
不

思
議
と
子
ど
も
達
も
そ
う
思
っ
て
し
ま

い
、
一
緒
に
遊
ば
な
く
な
っ
た
り
、
そ

の
こ
と
を
め
ぐ
っ
て
け
ん
か
を
始
め
て

し
ま
い
ま
し
た
。
こ
の
ビ
デ
オ
を
見
て
、
、

偏
見
や
先
入
観
の
恐
ろ
し
さ
に
つ
い
て

6-

一
「
咲
い
た
咲
い
た
チ
ュ

l
リ
ッ

一
プ
の
花
が
な
ら
ん
だ
な
ら
ん
だ

一

赤

白

黄

色

ど

の

花

見

て

も

き
れ
い
だ
な
」

私
が
小
さ
い
頃
か
ら
歌
っ
て
い
た

…
「
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
歌
」
を
、
高
校

一
に
入
学
し
て
か
ら
、
同
和
教
育
の
オ

一
リ
エ
ン
テ
l
シ
ヨ
ン
で
聞
き
ま
し
た
。

一
そ
の
時
大
切
な
意
味
が
あ
る
こ
と
を

一
知
り
ま
し
た
。
私
は
、
こ
の
歌
に
こ

一
の
よ
、
つ
な
意
味
が
あ
る
こ
と
に
気
付

一
き
驚
き
ま
し
た
。

私
は
、
中
学
の
時
か
ら
、
い
ろ
い

一
ろ
な
差
別
問
題
に
つ
い
て
学
習
し
ま

一
し
た
。

一
ま
ず
第
一
に
、
部
落
問
題
に
つ
い

一
て
で
す
。
部
落
差
別
は
、
江
戸
時
代

一
に
作
ら
れ
た
「
士
農
工
商
」
と
い
う

一
身
分
制
度
に
よ
っ
て
起
と
っ
た
も
の

一
で
、
今
で
も
そ
の
差
別
が
あ
る
こ
と
。

一
そ
し
て
、
ど
う
す
れ
ば
な
く
な
る
の

一
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
学
習
し
ま

一
し
た
。
私
は
、
つ
い
最
近
ま
で
、
部

一
夜
差
別
が
今
で
も
存
在
し
て
い
る
こ

と
を
教
え
る
こ
と
に
、
少
し
疑
問
を
持
っ

て
い
ま
し
た
。
私
も
、
小
学
で
習
ろ
ま

で
は
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
も
し
も
、

学
習
せ
ず
に
知
ら
な
か
っ
た
ら
、
そ
の

こ
と
を
意
識
せ
ず
に
す
み
、
か
え
っ
て

差
別
な
ど
し
な
い
よ
う
な
気
が
し
て
い

ま

し

た

。

調

矧

副

刻

刻

刻

1
1川

7

…一VJ
J

…人一一一
J

権一…一一一日

で
も
最
近
は
、
川
町
…
…
…

d
i
m
-
……………バ

ち
ょ
っ
と
考
え
方
ぷ
…
一
川
ぐ
一
一
紛
糾
m
r
h濯

が
交
わ
っ
一
て
き
ま
関
…
…
…
一
一
滋
ω
丸一一一
M
m
J
………………一………

し
た
。
も
し
も
、
開

ωphil--医
院

部
落
差
別
に
よ
り
、
苦
し
ん
で
い
る
人

の
こ
と
を
知
ら
な
い
ま
ま
で
同
和
問
題

に
出
会
っ
た
と
し
た
ら
、
す
ぐ
に
、
差

別
は
間
違
っ
て
い
る
こ
と
だ
と
正
し
い

判
断
が
で
き
る
か
ど
う
か
i
。
だ
か
ら
、

部
許
差
別
が
完
全
に
な
く
な
る
ま
で
、

「
差
別
す
る
こ
と
は
間
違
っ
て
い
る
」

と
認
識
し
、
こ
の
問
題
を
解
決
す
る
た

め
に
も
伝
え
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い

と
思
い
ま
す
。

第
P

一
に
、
日
の
色
や
皮
膚
の
色
の
違

い
に
よ
っ
て
起
こ
る
差
別
問
題
で
す
。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
中
学
の
時
に
あ

向
い
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
先

日
、
テ
レ
ビ
で
体
の
不
自
由
な
人
が
一

生
懸
命
生
き
て
い
る
姿
を
見
ま
し
た
。

そ
れ
は
、
私
た
ち
が
普
段
、
普
通
に
送
っ

て
い
る
生
活
が
困
難
な
人
々
で
し
た
。

で
も
、
で
き
る
だ
け
人
の
力
を
か
り
ず

制
約
制
制
判
別
出
に
、
自
分
の
力
で
や
勺

…:
:
J
い
て
い
こ
う
と
す
る
姿

附夕刊日
1wmu-一九日
!?J
が
、
と
て
も
印
象
的

翻
潜
慰
問
川
小
一
一
で
し
た
。

λ~
集

h

去、
J

川
明
日
V

べ
い
…
一
.
、

5
-
!
-

l
h
f
r
い
い
信
臨
ま
ナ
ハ
為
え
士
-
い
ト

と
っ
て
、
最
も
身
近
で
あ
り
、
大
切
な

問
題
に
「
い
じ
め
」
が
あ
り
ま
す
。
私

は
、
い
じ
め
る
側
は
も
ち
ろ
ん
、
い
じ

め
ら
れ
る
側
に
も
少
し
は
責
任
が
あ
る

と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
確
か
に
そ
の
子

が
気
が
弱
か
っ
た
り
、
目
上
の
人
に
対

し
て
生
意
気
だ
っ
た
り
す
る
こ
と
が
あ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
と
い
っ

て
、
自
分
に
気
に
く
わ
な
い
と
い
う
だ

け
で
、
い
じ
め
て
も
い
い
理
由
は
ど
こ

に
も
あ
り
ま
せ
ん
。

私
が
、
今
ま
で
学
ん
だ
こ
と
、
感
じ

た
こ
と
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
と
、
共

考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
う
し
た
差
別
の
他
に
、
障
害
者
へ

の
偏
見
が
あ
り
ま
す
。
私
の
心
の
中
に

も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
例
え
ば
車
椅
子

の
人
に
出
会
っ
た
時
、
ど
こ
か
他
の
人

と
違
っ
た
感
じ
が
し
て
、
つ
い
視
練
が
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L
E
T
Sト
ラ
イ
一
代
詩
一
一
一
持
主
主

生
活
改
善
聞
は
ま
悲
す
グ
ル
ー
プ

牛
乳
パ
ッ
ク
で
作
る

箸

置

き

一
材
料
}

寸
牛
乳
パ
ッ
ク
(
一

t
サ
イ
ズ
)

一

一

個

一

千

代

紙

一

枚

一

木

工

用

ボ

ン

ド

適

量

「

つ

や

出

し

液

適

量

一
作
り
方
}

①
材
料
を
切
る
。

紹介コーナー

r 、、

1: U.8cm--1 cm 

(牛乳パック)

(千代紙)

間
内

dm
 

C
 

4
 

2
 

hi--μ 

19cm-20cm 

②
牛
乳
パ
ッ
ク
を
、
中
表
に
し
て
ボ
ン

ド
で
貼
り
合
わ
せ
る
。

③
千
代
紙
の
裏
側
に
ポ
ン
ド
を
つ
け
、

隅
々
ま
で
き
ち
ん
と
伸
ば
す
。
中
央
に

②
の
牛
乳
パ
ッ
ク
を
置
き
、
千
代
紙
を

片
方
ず
つ
中
側
に
向
け
て
折
っ
て
い
く
。

(
し
っ
か
り
と
巻
き
込
む
)

紙

)

代

裏
干

(

牛

乳

パ

ッ

7

④
貼
り
重
ね
た
方
を
内
側
に
し
て
弓
形

に
曲
げ
る
。
(
手
は
き
れ
い
に
拭
い
て

お
く
)

⑤
あ
ま
り
ボ
ン
ド
が
乾
き
す
ぎ
な
い
う

ち
に
軽
く
結
ぶ
。
結
び
目
は
、
真
ん
中

に
す
る
か
片
方
を
心
持
ち
長
め
に
し
て

も
よ
い
。

⑥
左
側
に
人
差
し
指
を
入
れ
、
丸
み
を

つ
け
な
が
ら
端
に
ポ
ン
ド
を
つ
け
、
結

び
目
の
左
下
に
差
し
込
む
。
右
側
も
同

様
に
し
て
、
裏
側
の
結
び
目
に
入
れ
る
。

窃て酔ますf

道)

櫛生書道会

(書

私
た
ち
櫛
生
書
道
会
は
、
昨
年
十
一

月
に
櫛
生
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
呼
び
か
け

に
よ
り
、
希
望
者
十
五
人
が
集
ま
り
結

成
さ
れ
た
新
し
い
会
で
す
。

練
習
は
、
役
場
社
会
教
育
課
の
谷
本

一
善
先
生
の
指
導
に
よ
り
月
三
回
行
っ

て
お
り
、
そ
の
他
の
日
は
、
自
宅
で
そ

れ
ぞ
れ
が
お
手
本
を
基
に
腕
を
磨
い
て

い
ま
す
。
二
月
か
ら
は
、
習
得
の
目
安

J
A
Y
 

、旬、
Y、

⑦
指
を
入
れ
て
丸
み
を
整
え
な
が
ら
、

交
互
に
二
j
一
一
一
回
引
い
て
強
く
結
ぶ

0

ポ
ン
ド
が
乾
い
た
ら
つ
や
出
し
液
を
塗

る
。
「
乾
い
た
ら
塗
る
」
を
三
回
繰
り

返
し
て
出
来
上
が
り
。

と
し
て
作
品
を
本
部
(
洗
心
書
道
会
)

へ
提
出
し
、
昇
級
を
目
指
し
頑
張
っ
て

い
ま
す
。

H

筆
無
精
u

と
い
う
一
言
葉
が
あ
る
よ

う
に
、
日
常
生
活
に
直
接
に
は
あ
ま
り

縁
の
な
い
感
が
あ
る
習
字
で
す
が
、
昇

級
だ
け
に
目
標
を
置
か
ず
、
日
頃
の
生

活
に
活
か
さ
れ
る
書
道
活
動
が
大
切
だ

はまなすグループの皆さん

櫛生書道会の皆さん

と
考
え
て
い
ま
す
。
楽
し
み
な
が
ら
続

け
ら
れ
る
よ
う
、
み
ん
な
で
声
を
掛
け

合
っ
て
和
や
か
に
練
習
に
励
ん
で
い
ま

す。
習
字
を
や
っ
て
み
た
い
な
と
お
考
え

の
皆
さ
ん
、
遠
慮
な
く
ご
連
絡
下
さ
い
。

一
練
習
日
。
時
間
一
毎
月
三
回
(
曜
日

は
月
に
よ
り
変
更
あ
り
)
午
後
七
時
j

八
時
三
十
分

一
場
所
}
櫛
生
福
祉
セ
ン
タ
ー

一
お
問
い
合
せ
}
櫛
生
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
:
櫛
生
書
道
会
事
務
局
(
津
田
博
幸
)

五
三

1
0
一
O
一
ま
で
。

一
会
員
}
櫛
笥
昌
子
、
村
山
百
合
子
、

菊
地
富
士
子
、
工
藤
春
子
、
中
尾
弘
子
、

谷
井
キ
ミ
子
、
村
山
一
美
、
菊
岡
比
名

美
、
下
坂
ツ
ル
子
、
水
本
喜
久
子
、
二

宮
公
佳
、
野
元
ス
ミ
エ
、
上
田
喜
美
子
、

松
浦
悦
美
、
津
田
博
幸
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読
書
の
輪
を
広
げ
よ
う

ー
読
計
一
円
活
動
の
つ
ど
い

1

ルポ・文芸

今
一
月
八
日
、
ふ
れ
あ
い
会
館
で
平
成

八
年
度
読
書
活
動
の
つ
ど
い
が
開
催
さ

れ
、
町
内
の
読
書
愛
好
者
ら
約
八
十
人

が
参
加
し
た
。

こ
れ
は
、
読
書
活
動
の
推
進
を
図
り
、

心
豊
か
な
人
間
性
を
培
お
う
と
中
央
公

民
館
な
ど
の
主
催
で
実
施
さ
れ
た
も
の
。

つ
ど
い
で
は
、
町
内
二
読
書
グ
ル
ー

プ
の
実
践
発
表
の
後
、
玉
川
町
親
子
読

書
サ
ー
ク
ル
代
表
・
森
智
子
先
生
の
、

「
共
に
育
つ
喜
び
」
と
題
し
た
、
読
書

と
子
育
て
と
の
関
わ
り
、
家
族
と
地
域

と
の
関
わ
り
な
ど
に
つ
い
て
の
講
演
が

行
わ
れ
た
c

肉
は
入
っ
て
お
り
ま
せ
ん

ー
青
年
大
学
料
理
教
京
1

二
月
九
日
、
ふ
れ
あ
い
会
館
で
、
主
円お米も何とかきれいにとげました

年
大
学
栄
生
に
よ
り
「
ヘ
ル
シ
l
料
理

講
習
」
が
開
催
さ
れ
、
町
内
の
青
年
男

女
十
五
人
が
参
加
し
た
。

今
回
は
、
春
の
七
草
や
ほ
う
れ
ん
草
、

春
菊
、
れ
ん
こ
ん
、
し
め
じ
と
い
っ
た

ヘ
ル
シ
ー
な
素
材
を
使
い
、
せ
り
飯
な

ど
六
品
目
に
挑
戦
。

講
師
に
、
如
法
寺
の
藤
本
恵
利
子
先

生
を
迎
え
行
わ
れ
た
こ
の
講
習
。
円
一
頃

使
い
慣
れ
な
い
包
丁
を
子
に
し
た
男
子

学
生
も
、
教
え
て
も
ら
っ
た
通
り
一
生

懸
命
ま
な
板
に
向
か
い
腕
を
振
る
っ
て

い
た
。

同
和
問
題
の
解
決
に
向
け
て

1
町
同
和
教
育
研
究
大
会
1

講演をされる森先生

二
月
十
五
日
、
中
央
公
民
館
大
ホ
ー

ル
で
平
成
八
年
度
長
浜
町
同
和
教
育
研

究
大
会
が
開
催
さ
れ
、
教
育
関
係
者
な

ど
町
内
か
ら
約
三
百
人
が
参
加
し
た
c

大
会
で
は
、
長
浜
高
校
生
徒
に
よ
る

人
権
劇
や
、
差
別
解
消
へ
向
け
て
学
社

各
方
面
か
ら
の
提
言
が
発
表
さ
れ
た
。

引
き
続
き
、
「
人
権
は
学
び
合
っ
て
つ

く
る
も
の
」
と
題
し
て
、
四
国
綜
合
教

育
研
究
所
長
の
横
川
遊
亀
寿
先
生
に
よ

安
全
と
早
期
完
成
を
願
っ
て

1
保
健
セ
ン
タ
ー
起
工
式
1

j兵
町二
イ呆月
健十
セ八
ン日

斗タ

1 オt
新族
築館
工跡
事地
起で
工
式長

る
講
演
が
行
わ
れ
、
実
践
と
体
験
に
基

づ
い
た
貴
重
な
話
に
参
加
者
は
真
剣
な

表
情
で
耳
を
傾
け
て
い
た
。

鍬入れを行う上田町長

が
行
わ
れ
、
上
田
町
長
、
田
中
議
長
を

は
じ
め
工
事
関
係
者
ら
十
五
人
が
参
加

し
た
。工

事
の
安
全
と
、
セ
ン
タ
ー
の
早
期

完
成
を
祈
願
す
る
神
事
で
は
、
厳
か
な

雰
闘
気
の
中
、
上
田
町
長
ら
に
よ
る
鍬

入
れ
、
一
丞
串
奉
異
な
ど
が
滞
り
な
く
執

り
行
わ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
平
成
九

年
度
完
成
に
向
け
た
建
設
工
事
が
本
格

的
に
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

画

II [}A 
票直
干高

人権劇の 1シーン

山
の
中
雪
が
ど
ん
ど
ん
す
り
だ
い
こ
ん

コ

一

年

松

下

哲

平

せ
つ
分
だ
立
を
ま
い
て
ふ
く
を
よ
ぶ

三

年

船

津

貴

司

冬
の
山
白
い
ぼ
う
し
を
か
ぶ
っ
て
る

三

年

和

田

琴

美

学
げ
い
会
前
の
日
ど
き
ど
き
ね
む
れ
な

い

三

年

一

宮

タ

貴

寒
い
朝
母
に
お
こ
さ
れ
日
が
さ
め
る

三

年

浅

田

未

来

冬
の
空
め
じ
ろ
は
な
く
よ
寒
そ
う
だ

三

年

田

淵

柑

也

冬
の
朝
寒
い
と
一
言
つ
で
あ
た
た
ま
る

三

年

山

田

実

希

冬
の
朝
み
ん
な
こ
ご
え
て
歩
い
て
く

三

年

山

口

京

売

冬
の
木
は
葉
っ
ぱ
が
な
く
て
寒
そ
う
だ

三

年

田

淵

弘

樹

寒
い
朝
風
と
な
か
よ
く
お
に
ご
っ
こ

三

年

篠

原

良

枝

F園・園圃圃冒__ _幽園"・・園田園・剛・・・ E 圃冒圃園田『

l 放送記念日

: ( 3月22日)
b_司司・幽恒明盟国--園-・・幽園田園周帝国園田園・・_.
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菊
地
敏
行
さ
ん

医
療
功
労
賞
を
受
賞

白
滝
診
療
所
の
医
師
菊
地
敏
行
さ
ん

(
八
二
は
、
昭
和
三
十
七
年
に
現
在

の
白
滝
診
療
所
へ
嘱
託
医
師
と
し
て
赴

任
以
来
、
白
滝
地
区
は
も
と
よ
り
当
町

の
地
域
医
療
に
尽
力
さ
れ
て
き
た
功
績

に
よ
り
、
国
内
部
門
の
「
第
二
十
五
回

医
療
功
労
賞
」
(
読
売
新
聞
社
主
催
)

に
選
ば
れ
、
一
月
二
十
九
日
、
そ
の
表

彰
式
が
松
山
市
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
賞
は
、
永
年
に
わ
た
り
へ
き
地

や
島
し
ょ
部
な
ど
の
困
難
な
医
療
環
境

下
で
活
動
を
続
け
ら
れ
た
医
療
従
事
者

の
功
績
を
称
え
て
贈
ら
れ
る
も
の
で
す
。

一一一一一歳です・表彰

藤

岡

薫

さ

ん

武
田
拓
郎
く
ん
入
選

横
山
広
美
さ
ん

ー
全
国
学
生
俳
句
大
会
1

いと何 モ女 て て
まな も テ の 元 欲 、 「
すい言モ子気し何蓮

ょ~ -0 ラ二 lーマアしミ琴享 L ー

( 邑とても恩ともと
u い思ーは

i議議腎j2:量生!日
号室君翠野ペス密室2三七Z墨五

E ん韓議議 議総優前り続 ih塁I
符ぬぐ間よ 嘗 f年いにチしを遂く， -r J_L 

!?議 jF521dli;
:和欄宮行、勺汚よ子 Lうつ i掌令十
i子警察f九問ぷ ノるご乏で 7;2 な意:生お七
iさ 包 ぞふれ あ 人味 lの審回

J 二子:γ ごれ にが;作査平
iんよヤ:九人工 ι~ ば なあ!品発成
i)平成 8年 3月18日生まれ 、 つつ iの表八

(今坊)山本

表彰を受けられる菊地さん

内
、
三
句
が
入
選
、
七
句
が
佳
作
賞
に

選
ば
れ
ま
し
た
。

な
お
、
全
国
か
ら
の
応
募
総
数
は
、

小
学
生
が
九
万
九
千
九
百
十
五
句
、
中

学
生
が
四
万
九
千
五
百
六
十
一
句
で
し

た。一
小
学
生
入
選
一
風
が
ふ
く
た
び
コ
ス

モ
ス
よ
く
わ
ら
う
(
喜
多
灘
小
五
年
・

藤
岡
薫
)
、
十
五
夜
が
開
閉
橋
の
上
に

く
る
(
長
浜
小
六
年
・
武
田
拓
郎
)

一
中
学
生
入
選
]
道
の
わ
き
地
図
に
の

ら
な
い
梅
雨
の
川
(
長
浜
中
三
年
・
横

山
広
美
)

{
佳
作
}
し
だ
の
え
だ
ば
っ
た
に
な
っ

て
と
ぴ
あ
が
る
(
戒
川
小
一
年
・
久
保

智
裕
)
、
か
え
り
み
ち
は
つ
ぱ
も
ぼ
く

も
あ
き
に
な
る
(
豊
茂
小
二
年
・
宇
都

g-"--"_一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一ー圃一一-，，--==0，'-，，-=0冒一一一一一一一一一一一一1悟上後し宮
唱 もに覚せい剤に依存するようになってしま iてこ藤て将

うのです。 i_ ，.ご修き喜

「一回だけなら大丈夫Jl'いつで、もやめら i1基 金 さ 主て
がど葬物語じ掃の師生，.--J れ る 」 と い う 甘 い 考 え が 、 人 生 の 破 綻 に つ ! が - 、刀4

E う と
薬物とは、精神に影響を及ぼす物質の中 ながっていくのです。 わφ 主人主ごむ

で、覚醒剤・コカイン・あへん・ヘロイン・ 最 近の 特徴 とし て、 薬物 の密 売ル ート は! が蚕 の一ぃ

大麻マリファナ シンナー等、習慣性が 暴力団が支配し、不法収益は暴力団の資金!会京事量 雪
あり、乱用され、または乱用される恐れの 源となっています。また、薬物の乱用が多様lと三つ離は
あるものを言います。 化し、郡部なと守県下全域に広がっています。!け年き小し

賞 せ い 剤 説 潤の 滋霊童察会の通報 川山 1る.ょこを
何:が恐ろしいのか ~こんな;人を党かけたときは 止 !夏上う年 か

覚せい剤の魔力は、人の 最 寄 刀 の 審 察 千 Iの中の・く

心士精神に悪影響を与える鴎部怒磯怒韓議瀦議懇藤毅議磁灘毅怒羅薮務審富 山一 山 通報して下さし、

作用にあります。 これを蕗醤軟宍譲麓饗霊譲襲醤玄主主主士官鞠 O腕や足などに注射痕があ
使用すると、眠気や疲労感寵滋議途認識翠罷襲欝彊護欝難欝鐘欝襲撃醤翻る。

がなくなり、気分か 高揚 し、 韓関 馨警 警護論議議鎚議議翻 O注射器や白い粉を持っている O

頭がさえたよう な 感 覚 に な じ ( 饗 薄 暗 麓覇麓露顕欝麟 Oわけの分からない独り言や、
ります。 韓醤轟色t議塾ふぷ欝鱒欝韓議鞍選襲警護意味のない行動をする。
しかし、それは一時的なも長饗離欝麗議鰹嬰翠翠露顕F謹護霊欝溢泌 Oシンナー・塗料・ビニール
ので、薬の効果が切れると謹麓欝欝謡露盤麗襲撃額縁鶴璃お話通等を持っている。

激しい疲労感や不安感に襲撃翠欝露呈麓襲撃".-_.d鍾鐘議謡撃開 C吐く息カ宝シンナー臭い。
われます。そうした感覚か髄議欝堅議議欝欝討ぷ議韓議欝轟轟轟平調 O自分の部屋に閉じこもる。
ら逃れたいために使用を繰盤露盤襲鱒露露盤盤魁轟謹鍾露盤騒饗襲撃墾翻 フリーダイヤル0120-31-
り返しているうち、心身と 9110もご利用下さい。

L._.._.._一日一一一一一一一一一_..-..一一一一一一一一一一一一一一口一一一一一一一一一一一一一一..-1

藤岡薫さん武田拓郎君横山広美さん

海
(
豊
茂
小
六
年
・
北
岡
良
浩
)
、
鳥

た
ち
は
引
っ
越
し
す
る
の
に
荷
物
な
し

(
豊
茂
小
六
年
・
藤
田
考
俊
)
、
秋
の
山

薬
師
寺
色
に
そ
ま
り
ゆ
く
(
長
浜
中
三

年
・
久
保
剛
史
)
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④脇見運転をしない。

⑤路肩走行をしない。

注:高速道路は、歩行者及び125
cc以下のバイクは通行できませ

ん。 ただし、 125ccを越えるバ

イクでも二 人 乗 りして は通行で

きません。

四国 縦 貫 自 動 車 道 の 川 内 ~ 伊

予聞が、 2月26日に開通しまし

た。

この高速道路は交差点などは

なく、とても走りやすく快適で、

本 来 は安全な道路です。 しかし、

その高 速 走 行 の た め、一歩間違

えると重大事故につながる危険

性があり、 一般道路より慎重な

運転が要求されます。

高速 道 路 を よ り 安 全 に 走 る た

めに、次のことを守りましょう 。

①規制速度、安全な速度を守る。

② 十分 な 車 間 距 離 を と る。

③割り込みをしない。

!尼
名

拓T祐す
也 ゃ樹s

出穂戒出長 青長白長長白沖柴今豊長柴櫛白

生滝海積川海浜 烏坊茂浜浜 滝浜浜滝浦

後 蔦門津平戎大松菊石冨宮有山藤松浦山奥

野岡地丸永本友下田田上田 村岡

則
(
八

O
)

久
(
七
六
)

雄
(
六
二

勝
(
七
四
)

ハ
ナ
ヱ
(
九
三
)

幸
子
(
七
四
)

辰
十
郎

(
八
三
)

勝

義

(

七
六
)

ミ
、
不
子
(
八

O
)

ト

ヨ
(
八
九
)

久
美
子
(
六
ニ

理

枝

(

四
二
)

ツ
タ
ヱ
(
八
六
)

行
恵
(
八
六
)

敷
一
(
八
六
)

朝

子

(

七

O
)

博
(
七
七
)

マ
キ
ヱ
(
八
二
)

ス
マ
子
(
九
O
)

お
誕
生
お
め
で
と
う
H

1
月
届
出
分

(
敬
称
略
)

住

所

保
護
者
氏
名

続
柄

白

滝
下
須
戒

敏嘉
典敦

上 窪
田

長
男

長
男

俊熊 篤

お
〈
や
み

1
月
届
出
分
(
敬
称
略
)

住

所

氏

名

死

亡

時

年

齢

柴下
須
戒

大 山

津 下

ツ
ウ
コ
(
八
四
)

道
忠
(
六
七
)

田藤代田

3月は中春。急にくつろいだ気

分になる。「暑さ寒さも彼岸まで」、

寒さと暖かさの交替期。家庭では

卒 業 ・進学の喜びゃ、入園・入学

の準備に忙しい。

それにしても 、最近のいじめや

不登校児童の増 加 に は 胸 が 痛 む。

新年度を前にし て 、 家 庭 ・学校 -

地 域の連携を密接にして欲しい。

家庭では、 3日の雛祭りでの交流

や春分の日を 中心 に 、 先 祖 崇 拝 の

心 を養うことを通し家族の紳を深

め、明るい家庭 づ く り を し て 欲 し

u、。
3月は緑化 運動の月 。緑の羽根

は林業振興のシンボル。緑化運動

の始まったのは、1950年(昭和25

年)のこと 。天皇 ・皇后が、愛媛

県の植樹祭で久谷へ来られたのは

昭和41年の 4月だから、もう 30年

を経過する。洪水 の被害増大や川

の水の減少は、緑の不足に起因す

る。緑化運動の推進を忘れてはな

るま い。

現 在の政界、財界、官界の公費

の浪費、汚職 、収賄、詐欺まがい

行為の多発は、公務員は公僕であ

るという自覚 の欠如にある。 3月

は会計年度の終 了 期。 行政の仕上

げの月でもある。公 費の適正な決

算が望まれる。 そこから国民の信

頼も増そう 。

長 浜 町 も 町 民の期待に応え、 明

るく豊かで、住 み よ く 魅 力 あ ふ れ

る施策の推進に努力して欲しし」

数

人口をふやしま しょう

1月末現在 前月との比較

10，485人 31人減

人 口 (男 4，937人) (男12人減 )

女 5，548人 女 19人減

世帯数 3，695世帯 8世帯減
」

帯世口人


